
火災・救急・救助件数　過去10年間の推移
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増減を繰り返しながら、全体としては減少傾向であるが、

火災による死者が発生している。

高齢化とともに救急件数は増加しており、近年では連続し

て年間最多件数を更新している。

今後も救急要請の増加が予想される。

増減を繰り返しながら、近年ではおおむね横ばい傾向であ

る。

殆どが交通事故によるもの。
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